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紀の国わかやま国体を契機とした
本県のスポーツ振興について

一般財団法人和歌山陸上競技協会

我が国における最大のスポーツの祭典として開催されている国体は、都道府県

対抗得点方式により順位を競うものでもあります。このことにより開催都道府

県は、選手強化対策事業を推進すると共にスポーツ施設の充実・指導者の確保

等、あらゆる工夫を凝らして天皇賜杯獲得に総力を結集し郷土の発展に寄与す

るものであります。

本県での国体開催は昭和４６年の黒潮国体から４４年振りの開催であり、国

体開催に伴って全国から注目が集まり、多くの来県者も見込まれることから、

この国体は本県の魅力を全国に発信する絶好のチャンスとなります。

緑豊かな山々・透明な河川・紺碧の海・そして日本人の癒しの地として、高

野・熊野からなる世界遺産を有する輝かしいふるさと和歌山県に愛着をもち国

体を成功させるために県民こぞって国体に参加するという意識を高め、県下全

域で国体スローガンのもと元気な和歌山県の構築と国体成功のための運動を展

開し国体の機運を高めることが大切であります。

さて、この国体を契機として本県の競技力向上と指導者の資質向上並びに生

涯スポーツの振興・障害者スポーツの振興等が積極的に行われることが国体開

催の意義に繋がるものであります。高齢化社会を見たとき、高齢者が気軽に利

用できるスポーツ施設を提供できる環境を整備する必要があります。

また、本県の児童・生徒の体力・運動能力についても全国平均に比べてやや

劣っている状況であり、運動にかける時間が少ないと同時に運動クラブの加入

率も低いのが現状であります。

国体開催をスタートに児童・生徒の体力向上を目指し、各学校で積極的に体

力づくり運動が展開されるよう期待するものであります。県民皆スポーツを目

指して元気な和歌山づくりのため、県民が進んでスポーツに参加し、健康で明

るく豊かな和歌山県民でありたいと願うものであります。当協会もこれらのプ

ランに積極的に参加させていただき、県民の健康体力づくりと、トップアスリー

トの育成に最大の努力をする所存であります。

今後とも当協会に絶大なるご指導とご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。

副会長・総務委員長 中 公之
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二巡目国体を控え、黒潮国体
に学ぶ

～四方山話 ②～
(元)和歌山陸上競技協会理事長

四至本 晴夫

当時、「黒潮国体」開催に向けて和歌山陸上競技協

会として取り組んだ施設面・運営面・選手強化に於け

る体制づくりの体験を紹介させて戴きます。

先ず、開催県として主競技場で実施される陸上競技

について総務部・競技部が中心になった施設面（競技

場や競技用器具、等）・運営面（審判員の養成と連携、

等）の対策、強化部・普及部が中心となって取り組ん

だ各専門部（一般・高体連・中体連）協力の下、地元

選手の活躍を示す選手強化対策の活動実態と進行状況

が常任理事会に於いて週末毎に討議され、相互理解を

深めた事です。

① 財政面の確保と協会組織の改革

当時、年間を通じて「黒潮国体」開催に向けた協会

の課題であった「財源の確保」・「組織の改革」を最

重視した結果、前回記載した会長以下、理事長・各専

門部における組織が一新され、前年度（昭和45年）、

リハーサル大会として実施された全国高校総体・近畿

大会を研修の場として和歌山陸上競技協会が一丸とな

り、「成功裡」に終了した経過がありました。

「財源の確保」においては、会長のご尽力（お力添

え）によって関西財界（県内・県外）に於ける各種企

業への広報活動の一環としてのお口添えが大きな支え

となった協賛金に加え、年間を通して各企業に協力を

いただき陸上年鑑・大会プログラムの広告掲載によっ

て得た収入の「財源確保」の大きな要因となりました。

組織の改革については、陸上競技協会という進む方

向は同じあっても適材適所・掌握する人にとっては

「人が人を動かす方策」の気配りが肝要で、「絆は連

携の基を成す」を大切にしたことを思い出しています。

② 審判員の養成と資質の向上を図る

審判部会による審判員養成として県内外における競

技会を通して、研修する機会を多くした結果、審判員

相互の連携によって技術の向上は勿論の事、自信とい

う信念を育てる事ができました。

また、「黒潮国体」開催に向けたリハーサル大会を

前年度（昭和45年度）の近畿高校総体予選および全国

高校総体の実施によって、和歌山陸上競技協会が総力

を挙げて取り組んだことが懐かしく感じる昨今となり

ました。

① 選手強化対策と方策

選手強化部と普及部が連携した小学生（小体連）・

中学生(中体連)・高校生(高体連)によるジュニア育成

に照準を合わせ、それぞれ専門部による強化練習会が

実施されました。

当時、紀三井寺陸上競技場に於いて実施された日本

陸上競技連盟主催による全国高等学校陸上競技選抜ジュ

ニア合宿に地元高校強化選手の合同練習会が刺激となっ

て、個々の選手にとっては競技に対する励みと生き甲

斐が芽生え、競技力向上に強化策の一環となって繋がっ

た経過がありました。

② 指導者の育成

全国高等学校陸上競技選

抜合宿に参加された指導者

と夕食会に於ける懇親の場

は、「指導方法の経験・本

音を語る」絶好の場として

地元の指導者にとって「指

導方法の模索と刺激」を得

る機会であったことを感じ

ました。

また、中学生・高校生が

一緒になった和歌山県陸上

競技協会主催によって実

施された県下ジュニア強

化合宿も選手はもとより

指導者にとっても絶好の

「交流の場」となり、」

選手強化対策に於ける「情報の場」としての礎石となっ

て、以降、小学生による「ジュニア陸上競技教室」が

地域別に実施され、母体となって地域別による中体連

との連携が密となり、一貫した指導体制が構築され、

着実に選手強化が芽生えた時期でした。

選手強化対策に於ける方策として、県当局の協力体

制が確立された中、「既成選手」の補強面が機能して

地元を盛り上げる大きな要素となった事。

前述の各大学回りにより、新卒者の教員採用によっ

て後世におけるジュニア強化が充実する結果となりま

した。(高校生の活躍)

「黒潮国体」が成功裡に終了できた事は、県当局・

協会が一丸となって強化対策に奔走された成果であっ

て補強された既成選手（新卒教員の採用）の活躍によっ

て結果を出すことができました。（指導者の充実）

「黒潮国体」に於いて、活躍された先生方が指導者

として県下各地域の学校に配属された結果、地域に於

ける昨今の中学・高校生の活躍を見るとき、指導者と

しての実績が競技力向上の大きな礎となっています。

来るべき、「紀の国わかやま国体」に於ける成果を

示す布石として、県当局の協力による既成選手の補強

（新しい指導者の育成）等が遺産となって後世に繋が

る一貫した指導体制が構築され、小・中・高に於ける

ジュニア（ユース）の選手強化が競技力の向上に大き

な原動力となりました。

「紀の国国体」に向け、和歌山陸上競技協会の皆さん

方の活躍をご祈念申し上げ過去の経験談、四方山話②

を閉じることに致します。
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１．運営面に於ける方策

２．選手強化対策と競技力の向上

３．｢紀の国 国体｣を迎えて

黒潮国体(昭和46年）の開

会式。最終聖火ランナー

は三嶋恭代選手だった。
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「東京国体を顧みて」
成年男子８００ｍ 優勝者

NPO法人はまゆう和歌山
岡 昇平

私が和歌山県で陸上競技

を続けるということの意味

は、国体でより多くの点数

を獲得することであると考

えています。

もちろん、競技者として、

国内最高峰の大会である日

本選手権において結果を残

す、そしてアジアや世界に

挑んでいきたい、といった

目標はあるものの、第一の

目標は、国体での優勝に置

いてきました。そういった

中で、今回の東京国体にお

いて優勝でき、所期の目的

を達成することができまし

た。

しかし、この東京国体での優勝という結果を勝ち得

るまでには様々な苦悩がありました。それまでは強制

される立場であったことが、自主的にトレーニングに

取り組まなければいけなくなったこと、トレーニング

を共に行うライバル、及び生活を共にする仲間がいな

くなったこと、コーチがいない中でのトレーニング環

境等、そういった環境面ばかりがマイナス要因と考え、

計画的なトレーニングを積むことができませんでした。

結果、シーズン前半は日本選手権で予選敗退、シー

ズンベストも1分50秒55と、日本選手権の標準記録さえ

も上回ることができないような状況でした。

シーズン前半を終え、このままでは和歌山県及び和

歌山県陸協、そして職場の方々に顔向けできないとい

うこと、何より環境のせいにして走れないと言ってい

る立場ではないという考えに至り、基本に戻って改め

て走りこみから始める事にしました。

その効果があって後半シーズンの初戦である全日本

実業団対抗陸上競技選手権大会において優勝、予選で1

分48秒93の和歌山県新記録で走ることができました。

そしてその二週間後に行われた東京国体においても

優勝することができ、秋のシーズンは、これまでにな

いほど充実したものになりました。

学生時代、全日本インカレで一度も優勝することが

できず、全国タイトルと無縁だった私が、社会人一年

目で二度も全国優勝させていただけたことに、本当に

感謝しております。

しかしながら、もちろんここが私の到達点ではなく、

あくまで和歌山国体優勝が目標です。日の丸を背負っ

て闘っていきたい、日本記録を樹立したい等、数多く

の目標はありますが、先ほども述べましたように、私

は国体でより多くの点数を獲得することが私の使命で

あると考えております。

今シーズンを一つの契機に、来年の長崎国体、そし

て二年後の和歌山国体に向けて、日々精進していきた

いと思います。今後ともご声援のほどよろしくお願い

致します。

秩父宮章
小串親秀
(和歌山陸上競技協会

副会長）

この度、図らずもこのよ

うな立派な章を受章して、

身の引き締まる思いです。

和歌山に来て４～５年で

故郷・福岡へ帰るつもりで

したが、気がつけば４３年

が経っています。

紀の国わかやま国体まで

あと２年、どんなことがあっ

ても成功させなければなりません。陸上競技の神様か

ら逃げたらアカンと天網をかけられたように思われて

覚悟を決めました。

高校優秀指導者章

鳥井 昇(開智高校）

すばらしい章をいただき、ありがとうございます。

これからも和歌山の陸上競技界の力になれるよう努め

ていきたいと思います。

中学優秀指導者章
玉井一人(紀之川中）

思ってもいなかった、そして身に余る立派な章をい

ただきました。今回の受章は永く陸上競技に関わる中

で、優れた選手たちに巡りあったからだと思っていま

す。その選手たち、また関係の方々にお礼を申し上げ

ます。

近畿春日章
佐藤寛員 (和歌山工業高校）

このたび近畿春日章を受章させていただくにあたり、

和歌山県陸上競技協会様をはじめ、和歌山県高体連陸

上競技部の皆様に多大なるご厚情をいただき受章する

ことができました。ありがとうございました。

和歌山工業高校では４００ｍ・８００ｍ・円盤投・

ハンマー投・走幅跳・三段跳で全国入賞をすることが

できました。和歌山工業高校に赴任させていただいた

ときに部員の多さ、そして種目の多さに不安を感じ、

近隣の高校の先生方と協力し各パート別でより専門的

にトレーニングできる環境を造ることができ、今回の

結果につながったのだと思います。これも強化スタッ

フの皆様や各種目において指導していただいた先生方

のおかげであると感じています。

２年後には和歌山国体・和歌山インターハイが本県

で開催されます。今回の受賞に驕ることなく和歌山県

の陸上競技に関わるすべての方々と協力し和歌山県の

陸上競技にこれからも貢献していきたいと思います。

近畿春日章
鈴木忍(日高中）

このたびの春日章の受章に際しましては和歌山陸協

の皆様方のお力添えをいただき、大変ありがとうござ

いました。指導者としてなすべき事は、まだまだたく

さんあります。初心を忘れず、日々陸上競技に向き合っ

ていきたいと思います。
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北海道出身。

埼玉インターハイの800

ｍで優勝。順天堂大学

卒業。ベスト記録1分47

秒66は日本歴代10位。

日本記録まであと1秒5

に迫っている。

受章者のことば

祝受章
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県中学校総合体育大会で女子総合優勝した

顧問の藤田圭造先生（36）は日高郡清流中（当時生

徒数49名）勤務7年間に6名を全国大会へ導き、9位の選

手を2名育てた熱血教師である。選手の中には砲丸投県

中学記録保持者の新谷勇選手や走幅跳5ｍ44の前田江里

奈選手などがいる。

今年岩出中勤務4年目。1年目から

男女のどちらかが県陸上や県駅伝の

上位常連校になっている。

部員数は46名。全国大会へは個人

3名とリレーで2回出場している。

指導した生徒のなかから、女子四

種競技で県中学記録を作った山本江

里奈選手や800ｍを1分59秒53で走っ

た石上元基選手などが生まれた。

先生は人に聞くことを恥ずかしい

ことだとは思っていない。ご自身は

800ｍが専門で、投擲については原

正先生（切目中教頭）や岩井美紀先生（和歌山商業高

教員）から指導方法を学んだ。一流選手のフォームを

ビデオに収め生徒に何回も見させたこともあった。そ

んな努力の結果、投擲で最下位だった生徒が1年後、県

で3位以内に入るという体験もした。

練習にはいくら忙しくてもできるだけ顔を出し、メ

ニューを渡し、その目的を確認することにしている。

それぞれに目標をもたせ、｢みんなで近畿、複数全国｣

を合言葉に日々生徒とともに模策している。そのもと

になるのは、｢楽しく練習をすること｣だという。楽し

ければ練習を休むことが少なくだろうし、その延長で

｢総合優勝｣がついてきたのだと考える。

先生は、記録を伸ばすために、今自分が何をしなけ

ればならないかを生徒に自覚させている。本当のやる

気が出てきたときが伸びるときなので、そんなときに

は、先生は自分のことを後回しにしてでも生徒に寄り

添おうと考えている。

先生の今後の目標は、他校の先生方と切磋琢磨しな

がら、陸上競技を通じて素晴らしい中学生を育てたい

ということだ。

そして最後にこそっと話されたことだが、｢指導した

生徒が教職に就き、陸上の指導者になってくれること｣

が先生の究極の夢だそうだ。

（男子の総合優勝校・上富田中については1号で紹介さ

せていただきました。）

県IHで男女とも総合優勝を続ける

県高校総体で

和歌山北高校が

男女とも総合成

績で3連覇を達

成した。男子は

14年連続優勝に

なる。

部員は80名。

指導者は吉田

克久先生(48 総監督・長距離)、短距離・投擲・跳躍・障

害は大上聖先生(28)と手平裕紀先生（49）である。

大上先生は110ｍHを14秒96で走った同校の卒業生で勤務

4年目の先生である。

和歌山北高校は2010年の全国イン

ターハイで男子総合優勝を達成して

いるが、そのとき吉田監督・中谷隆

哉コーチ(66）・手平先生とともに指

導にあたっていた先生である。全国

インターハイ・男女合わせて132回の

歴史のなかで、和歌山県の高校が総

合優勝したのは初めての出来事で不

滅の業績となっている。

そのことを振り返り、先生はキャ

プテンの九鬼巧選手（早稲田大 ロ

ンドン五輪400ｍR代表 100m10秒19）

が総合優勝しようと部員たちに強く

呼びかけたのが大きかったと語る。歴史を変えてみせると

いう気迫が最後まで他校よりも勝り、0・5点差で優勝をも

ぎ取った。

同校はどの種目もレベルが高いが、短距離・ハードル・

走幅跳・三段跳で多くの選手がベスト10に入っている。特

に400ｍRが強く、歴代10傑を男子が9チーム、女子は10チー

ムが独占している。

今年も全国インターハイに、3000mSCで野田周吾選手(3

年)・400mで椿本将也選手(3年)・ハンマー投で安達昌輝選

手(3年)・女子の400ｍRで森本名美(2)・宮本美智留(2年)・

小山夏生(3年)・森田安耶(1年) の各選手が出場している。

朝練習は投擲が6時30分から、それ以外は７時00分から

実施している。放課後は危険なので投擲選手にとって朝練

は貴重である。冬季は各種サーキット練習を徹底的に行う

予定だという。

大上先生のアドバイスを得て、ある程度のレベルに達し

た選手に対しては、冬季といえども走りこみと並行して、

ダッシュや、全力走・筋力トレーニングを採り入れたいと

いう。中学のときに100ｍで12秒以上かかっていた1年生が

今年の近畿ユース大会で11秒31の記録を出し、5位に入賞

したこともあった。努力が実ったレースであった。

早朝のまだ薄暗く寒いなか、投擲練習を黙々と繰り返し

ている生徒や、きついサーキットトレーニングにも弱音を

吐かず取り組んでいる生徒を見ていると、何とかして来シー

ズンに本人の夢を叶えさせてやりたい、手伝ってあげたい

と大上先生は心から思っている。

そして再び、全国大会の総合優勝にちかづきたいとも考

えている。

第2号 一般財団法人和歌山陸上競技協会広報

<岩出市 東浦一馬校長>

毎年、総合成績で上位に入ってくる岩出中学校。

高い目標を持た

せたいと藤田先

生は思っている。。

<和歌山市 上野幸浩校長>

一人ひとりを伸

ばしたいと語る

大上先生。

早朝練習を開始する選手たち。
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